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ね
り
ま
の
真
北
顛
練馬区教育委員会

生　涯　学　習　課

（文　化　財　係）

℡3993－1111　内線7141

〒176練馬区豊玉北6－12－1

練
馬
区
で
は
、
昭
和
六
一
年
に
練
馬
区
文
化

財
保
護
条
例
を
施
行
し
、
か
け
が
え
の
な
い
文

化
遺
産
を
保
護
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
九
年
三

月
現
在
で
、
条
例
に
基
づ
く
指
定
文
化
財
は
二

三
件
、
登
録
文
化
財
は
二
二
件
に
な
り
ま
し

た
。今
回
は
『
ね
り
ま
の
文
化
財
　
特
集
号
』
と

し
て
、
平
成
七
年
度
と
八
年
度
の
指
定
・
登
録

文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
各
文
化
財
を
ご
覧
に
な
る
と
き
は
、

所
有
者
や
近
隣
の
方
々
の
ご
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。
文
化
財
に
よ
っ
て
は

公
開
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
（
公
開
さ
れ
て
い
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
特
記
し
て
あ
り
ま
す
）
。

本
奇
眈
の
み
く
じ
温
風
　
（
一
稲
）

登
録
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
在
地
　
早
宮
ニ
ー
二
六
　
本
寿
院

●
み
く
じ
箱
、
み
く
じ
箪
笥
、
版
木
箪
笥
か
ら

な
る
み
く
じ
道
具
一
式
で
、
版
木
箪
笥
に
は

版
木
一
七
枚
が
ほ
ぼ
完
全
な
姿
で
収
納
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
寿
院
は
昭
和
一
二
年
（
一
九

三
七
）
ま
で
現
板
橋
区
板
橋
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
み
く
じ
道
具
は
、
万
延
元
年
（
一
八
六

〇
）
　
に
下
板
橋
宿
の
信
者
に
よ
り
奉
納
さ
れ

た
も
の
で
す
。

●
堂
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
た
め
、
見
学
は
で

き
ま
せ
ん
。

三
宝
ヰ
山
門
　
二
親
）

登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

●
所
在
地
　
石
神
井
台
一
－
一
五
　
三
宝
寺

●
一
間
一
戸
、
切
妻
造
り
、
瓦
棒
銅
板
茸
、
四

肺
門
。
将
軍
徳
川
家
光
が
鷹
狩
で
立
ち
寄
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
御
成
門
と
も

よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
門
は
、
文
政
一

〇
年
（
一
八
二
七
）
　
の
建
築
と
考
え
ら
れ
、

細
部
絵
様
や
彫
刻
に
江
戸
後
期
の
特
徴
を
示

し
て
い
ま
す
。

みくじ箪笥＞
△版　木
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御
府
内
斉
村
オ
相
思
　
二
舟
）

指
定
有
形
文
化
財
（
古
文
書
）

●
所
在
地
　
平
和
台
一
－
三
二
－
三

内
田
岩
松
氏
宅

●
表
紙
表
題
は
『
天
正
十
八
年
　
御
入
国
ヨ
リ

御
府
内
井
村
方
旧
記
』
、
執
筆
者
は
内
田
敷

善
（
一
六
九
六
～
一
七
八
七
）
と
そ
の
養
子

丈
右
衛
門
（
一
七
三
六
～
一
八
一
七
）
　
で
す
。

天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
　
の
徳
川
家
康
の

江
戸
入
府
か
ら
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）

ま
で
の
江
戸
府
内
、
下
練
馬
村
の
出
来
事
を

聞
書
と
実
録
で
記
し
た
年
代
記
で
す
。
元
禄

年
間
よ
り
は
ば
編
年
体
で
、
村
政
、
寺
社
、

社
会
的
事
件
、
旧
家
な
ど
に
関
し
て
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
個
人
所
有
の
た
め
、
見
学
は
出
来
ま
せ
ん
。

練
馬
古
文
書
研
究
会
編
『
御
府
内
井
村
方
旧

記
』
に
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
美
濃
美
方
患
え
宮
　
二
稲
）

登
録
有
形
文
化
財
（
古
文
書
）

●
所
在
地
　
大
泉
学
園
町
二
－
二
三
⊥
ハ
五

小
美
濃
英
男
氏
宅

●
小
美
濃
家
は
、
江
戸
時
代
に
小
樽
村
の
村
役

人
を
、
明
治
期
以
降
に
は
大
泉
村
の
村
長
な

ど
を
勤
め
ま
し
た
。
四
五
〇
点
以
上
の
文
書

類
で
、
江
戸
時
代
の
年
貢
割
付
状
、
明
治
末

期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
の
大
泉
村
役
場

や
泉
小
学
校
（
現
大
泉
小
）
改
築
に
関
す
る

文
書
な
ど
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

●
個
人
所
有
の
た
め
、
見
学
は
出
来
ま
せ
ん
。

『
練
馬
区
史
』
な
ど
に
一
部
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

文
化
財
保
護
推
進
員
の
活
動
に
ご
協
力
を

練
馬
区
文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
昭
和

六
三
年
に
文
化
財
保
護
推
進
員
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
推
進
員
は
区
の
文
化
財
に
識
見
を
有
す

る
方
で
、
現
在
一
二
名
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

推
進
員
は
、
担
当
地
区
の
文
化
財
の
所
在
や

保
存
状
況
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民

の
方
々
に
声
を
か
け
、
文
化
財
の
大
切
さ
を
訴

え
る
な
ど
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

推
進
員
の
活
動
は
、
年
四
回
開
か
れ
る
推
進

員
会
で
教
育
委
員
会
事
務
局
に
報
告
さ
れ
ま
す
。

教
育
委
員
会
事
務
局
で
は
、
報
告
に
基
づ
き
適

切
な
対
応
を
と
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
推
進
員
の
活
動
は
、
区
が
き
め

細
か
い
文
化
財
保
護
行
政
を
進
め
る
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
頗
い
し
ま
す
。

練
馬
区
指
定
文
化
財
一
覧
（
平
成
九
年
三
月
三
一
日
現
在
）

＜担当地域一覧＞敬称略

8 7 6 5 4 3 2 プ℃

年

度

練 長 井 ・井 井 北 御 鶴 氷 風見 下　 下 尾
挫 春 長 服 大 中 町 北 南 小

名

称

馬 享 口 口 口 町 の 川 P 呂 日 命 部 八 里 田 島
－ 聖 舞 馬 適 町 ′ 車 の 院

小 毎 文 文 文 観 井 杜 奉 の
島
の 跡 文 出 仁 蔵 島

田
文 康 鐘 文

学 の 書 書 書 ゴこ日 ′＝さタ申 ＝＝ 書 書 E 書
校
の
フ
ジ

申
待
板
碑

座
像
方
旧
記

士
塚
の
石
噂
籠

士
塚
山
道
道
標

土
【コロ。

の
・：お軍
形
土
器

門 納
の
仁
王
像

塚 判
状
門

平 昭 平 平 平 昭 平 平 平 昭 平 平 平 平 平 平 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 登
成 和 成 成 成 和 成 成 成 和 成 成 成 成 成 成 和 和 和 和 和 鞄 和 銀

6 61 7 6 5 62 3 4 2 62 プ仁 3 3 元 プこ プ石 62 63 61 68 61 63 62
年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 牢 年 年 年 年 牢 年 年 年 年 年 年 年 度
度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 皮 度 度 度 鹿 度 度 度 度 度
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北
町
費
観
音
産
後
　
二
盈
）

指
定
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
在
地
　
北
町
二
－
三
八
　
北
町
観
音
堂

●
丸
彫
座
像
、
像
高
一
〇
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

総
高
二
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
区
内
に

残
る
最
大
の
石
仏
で
す
。
背
面
に
「
武
州
河

越
多
賀
町
隔
夜
浅
草
光
岳
宗
智
月
参
所
　
奉

新
造
正
観
音
為
四
患
報
謝
也
　
古
天
和
二
王

成
年
八
月
吉
辰
日
　
願
主
敬
白
」
と
陰
刻
が

あ
り
、
制
作
年
が
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
台
座
に
は
、

上
板
橋
、
下
練
馬
、
赤
塚
、
白
子
、
河
越
江

戸
町
な
ど
、
板
橋
か
ら
川
越
に
至
る
川
越
街

道
沿
い
の
地
名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
広
範
囲

な
地
域
の
人
々
か
ら
信
仰
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

ち
か
ら
も
　
　
そ
う
ペ
　
え
　
　
　
は
　
と
う
か
ん
の
ん

カ
楷
C
地
兵
衛
の
馬
頭
観
音
二
度
）

登
録
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
在
地
　
大
泉
学
園
町
二
－
二
七
－
一
四
地

先
●
最
大
長
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
河
原
石
正

面
中
央
に
「
馬
頭
観
世
音
」
、
そ
の
両
脇
に

「
嘗
知
是
虞
　
即
是
道
場
」
、
「
天
保
十
一

庚
子
天
　
九
月
日
　
加
藤
惣
兵
衛
」
と
陰
刻

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
背
面
に
は
「
七
十

六
秤
目
」
と
陰
刻
さ
れ
、
力
石
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
若
者
の
力
だ
め
し
の
民

俗
に
関
わ
る
力
石
が
馬
頭
観
音
に
な
っ
た
珍

し
い
例
で
、
力
持
ち
惣
兵
衛
と
馬
に
ま
つ
わ

る
伝
説
が
所
在
地
近
辺
に
あ
り
ま
す
。

高
嶺
荷
盈
麻
虫
史
の
旧
一
々
各

（
申
六
六
息
）

登
録
有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）

●
所
在
地
　
石
神
井
台
一
1
一
六
1
三
一

郷
土
資
料
室
（
石
神
井
図
書
館
地
階
）

●
昭
和
六
一
～
六
二
年
の
桜
台
六
－
二
五
、
高

稲
荷
追
跡
に
お
け
る
発
掘
調
査
の
出
土
品
の

内
、
関
東
ロ
ー
ム
Ⅲ
層
～
Ⅳ
層
よ
り
出
土
し

た
頁
岩
を
主
と
し
た
石
器
群
で
す
。
遺
跡
は
、

石
神
井
川
左
岸
の
台
地
縁
辺
、
標
高
約
三
八

メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
所
在
し
て
い
ま
す
。
東

北
地
方
で
産
す
る
遠
隔
地
石
材
で
あ
る
亘
岩

の
利
用
は
、
旧
石
器
時
代
の
交
流
を
示
し
ま

す
。

●
常
時
展
示
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
区
内
各
図
書

館
で
『
東
京
都
練
馬
区
高
稲
荷
遺
跡
』
　
（
報

告
書
）
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

㊥
荊
倒
木
記
念
碑
二
度
）

登
録
史
跡

●
所
在
地
　
田
柄
四
－
二
七
　
天
祖
神
社

●
天
祖
神
社
の
入
口
右
手
に
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
玉
川
上
水
よ
り
分
水
し
、
区
内

を
流
れ
て
い
た
田
柄
用
水
に
か
か
わ
る
資
料

で
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
に
建
て
ら

れ
た
「
玉
川
上
水
分
水
記
念
碑
」
で
す
。
碑

正
面
上
部
は
「
水
神
宮
」
と
陰
刻
さ
れ
、
碑

正
面
下
部
に
は
練
馬
尋
常
高
等
小
学
校
長
五

十
嵐
文
太
郎
に
よ
る
分
水
工
事
の
経
緯
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
台
座
に
は
水
路
総

代
、
発
起
世
話
人
な
ど
関
係
者
の
氏
名
が
陰

刻
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
碑
文
は
、
『
練
馬
の
水
系
』
　
（
区
教
育
委
員

会
発
行
）
　
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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平
成
九
年
三
月
指
定
・
登
録
二
八
年
度
）

耳
や
患
え
宮

指
定
有
形
文
化
財
（
古
文
書
）

●
所
在
地
　
関
町
北
ニ
ー
七
1
四

井
口
正
利
氏
宅
（
一
九
点
）

関
町
北
二
－
一
－
二

井
口
敏
氏
宅
（
七
四
点
）

関
町
南
四
－
五
－
二
一

井
口
栄
一
氏
宅
　
（
七
四
点
）

●
旧
関
村
の
開
発
に
関
わ
り
、
江
戸
時
代
、
名

主
な
ど
を
勤
め
た
井
口
家
一
族
に
伝
わ
る
旧

関
村
の
文
書
群
で
す
。

●
井
口
正
利
家
に
残
る
文
書
類
は
、
寛
永
一
六

年
（
一
六
三
九
）
か
ら
大
正
九
年
（
一
九
二

〇
）
ま
で
の
一
九
点
で
す
。
寛
永
一
六
年
の

検
地
帳
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
　
の
関
村

屋
敷
明
細
帳
な
ど
、
名
主
勤
務
に
関
わ
る
文

書
類
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

●
井
口
敏
家
に
残
る
文
書
類
は
、
享
保
二
〇
年

（
一
七
三
五
）
か
ら
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
．

ま
で
の
七
四
点
で
す
。
江
戸
期
の
も
の
は
、

香
具
商
人
に
か
か
わ
る
文
書
の
ほ
か
、
天
明

四
年
（
一
七
八
四
）
の
関
村
絵
図
、
寛
政
七

年
（
一
七
九
五
）
　
の
竹
下
新
田
筋
引
絵
図
な

ど
旧
関
村
、
竹
下
新
田
の
開
発
に
関
わ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
明
治
期
は
、
明
治
一
八
年

（
一
八
八
五
）
　
の
相
撲
興
行
願
、
菓
子
卸
売

営
業
免
許
鑑
札
な
ど
地
域
の
生
活
が
窺
え
る

資
料
が
残
っ
て
い
ま
す
。

●
井
口
栄
一
家
に
残
る
文
書
類
は
、
元
和
九
年

（
一
六
二
三
）
か
ら
大
正
一
二
年
（
一
九
二

三
）
ま
で
の
七
四
点
で
す
。
延
宝
二
年
（
一

六
七
四
）
　
の
検
地
帳
写
、
文
化
二
年
（
一

八
一
四
）
の
関
村
絵
図
、
大
正
一
二
年
（
一

九
二
三
）
　
の
西
武
軌
道
延
長
速
進
請
願
書
な

ど
地
域
の
生
活
が
窺
え
る
資
料
が
残
っ
て
い

ま
す
。

●
い
ず
れ
も
個
人
所
有
の
た
め
見
学
は
出
来
ま

せ
ん
。
井
口
正
利
家
、
井
口
敏
家
の
文
書
に

つ
い
て
は
、
『
練
馬
区
史
』
な
ど
に
一
部
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

練
馬
区
登
録
文
化
財
（
平
成
九
年
三
月
三
一
日
現
在
）

＜
有
形
文
化
財
＞

井口正利氏所蔵文書

3 2 元 63 62 61

有 有 有　 有 有 有　 有　 有 有　 有　 有 有 有 有 有　 有　 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有　　 有 有 有 有 有 有 登

形 形 形　 形 形 形　 形　　 形 形　　 形　　 形 形 形 形 形　　 形　　 形 形 形 形 形 形 形 形 形 形 形 形 形 形 形 形 形　　 形 形 形 形 形 形 録

l l 1　　 【 ， l　　 l　　 l F　　　 r　　　 t　】 1 1 】　　 1　　 1 【 】 l l l 1 】 l i＋ 1＋ 【 l l l l l　　 l 1　－ 1 1 1 蕃

40 39 38　　 37 36 35　　 34　　 33 32　　 3 1　 30 29 28 27 26　　 25　　 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10　9　 8　　 7　 6　 5 3　 2 1 ‾ヲ

伽 阿 土 希 紙 絹 紋　 下　 宮 尾　　 金　 縄 新 棟 相 尾　　 旧　　 春 妙 加 島 鳥 伊 町 水 間 角 氷 棲 氷 南 小 妙 牛 双 遭 石 豊 服 北 三 長
名

称

所

府 弥 支 里 本 本 木　 練　　 田 張　　 綱　　 文 井 山 原 張　　 在　　 日 相 席 合 居 賀 田 川 魔 は 川 本 川 蔵 島 福 若 蝶 し 憶 島 部 粂 宝 命
田 采 殿　　 ■　　　　　 豪 家 麦 ． 薮　　　　 疇　　 来　　 県 象　　　 　々る

井 寺 八 竿 画 色 色　 の　 敷 ぼ　　 鈷　 代 文 文 薫 囁　 複　 出 文 文 に 孝 女 社 十 水 社 長 杜 鐘 文 の ・曲 ペ 面 奉 蔵 康 の の

村 の 幡 像 淡 明 以　　 大　 石 瘍　 具　 の 青 書 医 蟻　 興　　 土 暮 春 王 納 昔 の 王 盤 の 展 の 楼 喜 梵 弁 輪　　 六 納 奉 印 梵 梵
方 半 官　 彩 里 天　　 山　　 供 碑　　　　 竹　　　 門 碑　 仮　　 の　　　 門 の　 狛 像　 水 門 旧 門 鐘 慶 日　　 奴 の 納 判 縫 縫

旧 姓 の　　　 宗 宗　 達　 養 カ 設　　 童 水　　 犬 と　　 盤　 拝 図 記　　 青 石 の 状

石 石 高

記　　 半　　　 普 清　 適　　 塔 ゴ 住　　 形 盟　　　 檀　　　　 殿 絵 図　 勢 燈 に
鐘　　　 糠 像　 標 宅　　 土 筆 馬 給　　 至 籠 王

器 憧 馬　　　　 腹

大　 石　 石 南 土 高 大 東 氷 大 水 石 南 豊 中平 錬 士　 桜 桜 桜 智 北 管 高 所　 石　 石　 石 桜 高 田 所　　 石 繭 高 高 管 中 石 高

和 馬 支　 台 台 合 理 町 理 松 有　 神　　 神　 神 台 野 柄 泉　 神　　 神 大 支 野 泉 大 川 泉 川 神 田 玉 村 有　　 神 大 野 野 理 村 神 松 神 神 野

台 1 田　　 6　 6　 6 着 1 着　 2 者　 井　 井　 井 3 台　 5 町　　 井　 井 泉 田 台 町 泉 台 町 台 井 中 南 1 者　　 井 泉 台 台 者 3　井 3 井 井 台

1 1 4　　 1 l l ■）‘ 1 ） 【 ）　 台　　 台　　 台 1 1 1 3　　 台　　 台　 5　 4　 3 5　 7　 4　 6　 4　台　 4　 2 】 、J　 台　 5　 3　 3 ） 1 台 l 台 台　 3 在

】44 【　 20 20 20 練 38 練　 3 井　 1　 1　 1 45 】 8 】　 1　 1 1 － 【 l 【 1 1 1 1 1 【 15 小　 1 】 蔓 【南 11 1 19 1 1 1 地
32　　 2 口　　 】　 1　 1 1 7 】 l　 l　 【 6　4 1 15 25 47　 4 4　 1 1 1 【 6 10 10　　　 1 l 【10

所L　弥 土　　 徳 徳 穂 区 町 区 垂　 16　 16　 16 ユ0 【 3 泉　　 16　 16 妙　 月　長 氷 l 氷 教 氷 18 擾 氷 蔵 正　 16 妙 長 長 院 弁 18 弦た 16 15 長

3 陀 支　 寺 寺 寺　　 児 吉 郷 ：l 郷 l 郷 †新 1 相 第　 郷　 t　郷 【福 10 命 川 21 川 学 川 氷 本 川 院 史 郷 l 福 命 命　　 壕 水 神 道 三 命 有

内 寺 田　　　　　　　 童 土 31 土 31 土 31 井 榛 原 一　 土 31 土 31 寺 加 寺 神 町 神 院 神 川 力 神 土 3 1 寺 寺 寺　　　 川 社 鳩 宝 寺 者

田　　 八　　　　　　　　 遊 袈　　 裟　　 袈　　 忠 山 好 」＼　 貪　　 賀　　　 噂 社 田 社　　 社 神 ツ 社 袈　　　　　　　　　 神 寺 寺

岩　　 幡　　　　　　　 園 料　 料　 料　 之 明 舌 学　 料　 料　　　 正 和　　　　 社 料　　　　　　　　　 社

松　　 宮 墓　 室　　 室 校　　 墓　　 室　　　 八 旛 圭

8 7 6 5 4 3 2 元 63

有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有　 有
民 民 民 民 民 民 民 民 民 民 民 民 民 民 民　 民

】 【 】 ， 【 l ‡ 【 l l　事 】 【 l　　 l
2 1 20 18 17 16 15 14 13 12 11 10　9 8　7 6　　 5

織 石 馬 力 本 丸 金 僧 高 水 文 択 氷 下 狐 関　 大

部 堕 1頭 特 発
観 ち 院

彫
主
菱 形 松 川 昼 庵 川

清 祥
練 の
鳥 人

の　 八
か　 車ノ＼ l弓 三元　ハ の フも

籠 面 音 惣 の 面 の 頭 庚 社 年 奥 社 の 板 ん
六 み の の 、 富 曾 か
地 拓　 く 剛 石 音 塔 力 弥 用 土 士　 り ん
蔵

石 石

の　 し 六 石

管 高 貴

宅 具 塚

石 北

1
道

具

先 大 早

申
塔

伊 下

地
蔵

錦 早

板
碑

石

れ
図
絵
馬

北 西

蔵

管 関 石
神 神 泉 宮 保 石 2　宮 理 松 玉 神 神 町 町 大 理 町　 神

井 井 加 学 2
藤 囲い

ケ 神
谷 井

【 2
4 1

者 2 南
） 1 2

井
台

井　 8 2 泉
1 3

者 東　 井
） 1 台町 町 台 】

5　 5 ひ 町 26 戸 5 金 26 練 3 1 1 1 22 41 1 三 1　 1

l　 L で　 2 本 庚 】 東 本 馬　 15 l l 氷 浅 13 宝 18　　 －
19 19 l 寿 申　 7 院 寿 区　　 氷 16 郷 16 川 聞 諏 寺 地 郷 16
禅 禅 27 院 請 【 臨 川 連 土 l 神 神 訪 先 土 l

定 定 l 11 神 場 資 31 杜 社 神 梁 31
院 院 14 地 杜 寺 料 社 料

地 先 室 室

4

※
　
「
星
亨
二
年
の
申
待
板
碑
」
は
有
形
文
化
財
で
登
録
さ
れ
た
が
（
旧
登
録
番
号

有
形
ト
4
）
、
平
成
8
年
度
に
種
別
変
更
。

∧
無
形
民
俗
文
化
財
∨

【　　　 3 2 元 63

無　　 無　 無　 無 無 無　　　 無 無 無 登
民　　 民　　 民　　 民 民 民　　　 民 民 民 録

l　　 【　　 】　　 【 l l　　　　 l 【 】 番
9　　 8　　 7　　 6 5 4　　　　 3　2 1 号

関　　 谷　　 谷　　 ち 中 石　　　 八 関 探
名町　　 原　　 原　　 が 柑 神　　　 丁 の ≡

嘲妻　 の　 の　 や
子　 菱　 餅　 馬

磯
子

井　 堀 は
囁　 三 ろ

の
儀
称

伝

ポ　　 梅　　 錦 子　　　 吉 市
ウ　　 き　　 り 嘲
チ　 唄
唄

子

■
保　 関 保 高 保 高 保 北 保 中 保 旧　　 保 旭 閑 保 中
持　　 町 持 野 持 野 持 町 持 村 持 上　　 持 町 町 持 村 承
団　　 北 署 台 老 台 者 1 団 繭 団 石 八 団 1 北

体 神　 体 1 4
者 3
、一 】
地

体　 3　 3　 3 1
1 増 t 増 l 内45

体 3
！
　 丁
井 頻　 26 1

神 8 保
関 天 34 島 37 島 37 田 】 中　2 石 村 三　　 北 16 田御 持
町 祖　 兼 l 兼　j　安 8 村 八 神 ’吉　 野 定 言誅 者
書 2　吉 旧

子 宮　　　　　　　 郎 子 神 町 下 子　 社 立 汁 保
連 八 連 社 切 石 保　 他 寺 持
） 幡 子 神 存　　　 門 団
宮 連 井 会　 前

） 村 ）
体
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井口敏氏所蔵文書

長
亨
ユ
キ
の
ヤ
碑
叔
孝
　
二
患
）

指
定
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
在
地
　
石
神
井
台
一
－
一
六
－
三
一

郷
土
資
料
室
（
石
神
井
図
書
館
地
階
）

●
緑
泥
片
岩
製
で
、
現
存
高
九
七
・
四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
幅
三
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚

さ
二
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
板
碑
で
す
。

天
地
の
一
部
は
欠
損
し
て
い
ま
す
が
、
ほ
ぼ

完
形
で
、
枠
線
内
に
天
蓋
、
理
格
、
種
子
、

蓮
座
と
と
も
に
、
造
立
趣
旨
、
造
立
年
月
日
、

造
立
者
一
三
名
の
陰
刻
が
あ
り
ま
す
。
長
享

二
年
（
一
四
八
八
）
銘
の
申
待
板
碑
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
国
内
で
は
三
番
目
に
古
い
も
の

で
、
区
内
唯
一
の
申
待
板
碑
で
す
。

●
平
常
展
の
と
き
は
展
示
し
て
い
ま
す
。

8 7 6 5 4

有　 有 有 有 有 有　　 有 有 有 有 有 有　 有 有 有 有 有 有
形　　 形 形 形 形 形　　 形 形 形 形 形 形　　 形 形 形 形 形 形

】＋ ＋ l‡ 】＋　r　l ‡　　 】 l l l l l　　 ） 】 l 【 1 r
4158　　 57 56 55 54 53　　 52 5 1 50 49 48 47　　 46 45 44 43 42

小 中 木 丸 金 阿 西 1日高　 小 井 三 大 武 井 石　 相 旧 比 井 増 荘 尾
型 官 製 山 東 弥 大 石 奄i ：笑 口 宝 型 蔵 口 製　 原 石 丘 □ 島 象 崎
董 遺 品 棄 院 陀 泉 器 荷　 凛 家 寺 槍 関 喜 捨　 正 器 尼 妄 支 文 連
形 跡　 速 の 寺 の 連　 美 文 山 先 達 文 鳥　　 太 構 文 薬 書

所 石

跡
土 出　　 跡 朱 の 稲 跡　　 男 昔 門 形 跡 喜　　　 郎 遺 書 医 出
器 土　　 出 印 伏 荷 出　　 家 石 出　　　　　 家 跡　　 門 土
の　　 土 状 せ 紳 土　　 文 器 土　　　　 柱 出

pP

管 春

の 墨正社　本　殿

石 石 錦 練 西

の 青

石 大 関 石

の　 宅

石 関 南 春

土
の

石 関 谷
神　　 神　 2　馬 大 神　　 泉 町 神 神 町 田　　 日 神 町 原 有　 神 理　　 日
井　 井 1 1 泉 井　 草 南 井 井 北 中　　 町 井 北 3 者　 井 者　　 町
台　　 台　 4 1 5 台　　 圃　 4 台 台　 2　5　　 5 台　 2 l 、－′　 J 　ヽ　【コ ） 尾　 5
1　 1 金 44 1 1　 町　 t l l l t＋ ＋ 】 1 【19 荘　 1 練 埼
l　 l 乗 阿 1 1　　 2　5 1 】 1 14　　 24 【 7 】 半　 【 馬 遠 12
16　 16 院 弥 稲 16　 【 り 5 16 1 稲　 i 16 1 3 蔵　 16 区 跡 春
郷 【郷 l　 陀 荷 郷　 卜小 23 21 三 郷 ， 2　荷 相 18 郷 1 4 増 郷 l 激 突 日
土 3 1 土 3 1　 寺 神 土 3 1 美 l 井 宝 土 31 井 神 原 土 3 1 井 島 土 3 1 育 料 小
梁　　 紫　　　　 社 袈　 凛 65 口 寺 姿　　 口 社 正 梁　　 ロ ー 資 委 展 学
料　　 料 料　　 英　　 米 料　 敏　 太 料　　 正 平 料 員 示 校
重　　 量 重　 男　　 一 室　　　　 郎 室　 利 重 全 室

5 4

無 無　　 無　 無　　　 無　　　 無
民 民　　 民　 民　　　 民　　　 民

】 【　　 】　　 【　　　　 ト
15 14　 13　 12　　　 11　　 10

中 ち　　 ち　　 ち　　　 神　　　 鶴
里 か　　 が　　 が　　　 輿　　　 の
嘲 や　　 や　　 や　　　 渡　　　 舞
子 属　　 馬　　 馬　　　 伽

綿　　 飴　　 紬　　　 の
り　　 り　　 り　　　 御

快
道
中
歌

保 大 保 北 俣 東 保 北　 俣 氷　 保 水
椅 泉 持 町 持 大 持 町　　 持 川　　 持 J
団 町 者 1 着 泉 者 1　 団 台　　 団 台
体 1 ） 】〉　 5 ） 1　 体　 4　　 体 4

】 山 24 加 】　 22　　 1
中 44 口 】藤 40 田 【払 氷 47 鶴 氷 47
里 八 勝　 8　裁 1 和　 9　の 川 氷 の 川 氷
嘲 坂 男　　 雄 22 助　 舞 神 川 舞 神 Jl
子 神 保 社 神 保 社 神
連 杜 存 宮 社 存 宮 社

会 宿　　 会 宿

※
　
「
ち
か
や
馬
飾
り
」
　
内
田
安
太
郎
　
平
成
7
年
7
月
3
1
日
死
亡
に
よ
り
登
録
解
除
。

∧
史
跡
∨

∧
無
形
文
化
財
∨

井口栄一氏所蔵文書

融
秀
阿
闇
梨
道
弥
門
　
与
一
五
郎
　
右
馬
五
郎

与
〓
二
郎
　
六
郎
三
郎
　
長
享
二
年

車
中
待
供
養
結
衆
　
彦
八
　
戊
申

弥
右
太
郎
　
叉
二
郎
　
十
月
廿
九
日

右
衛
門
四
郎
　
助
六
　
平
次
五
郎
　
孫
八
　
平
六

6 5 4 元 年度

無 環 無 無 無 登
形 形 形 形 形 緑

l l l 】 ！ 番

5　4 3 2 l 「ぎ

ホ　ホ 絵 棒 篭
名ウ　 ウ 馬 柄 甲

キ キ
製 製

制
作

貫

の
製
螺
糊
称

所

速 達 作 蒔
技 技
術 術

荷 嵩

技
術

関

絵

高
松 松 井 町 野
1 1 5 南 台

】 l 】 3 3 在
37 37 14 l l 地

t l
14 17

l
T
8

l

37

】

保
篠 虎 平 6 34 持
田 島 閏 井 土 者
歳 佐
治 平

郡
司
＝ 方

平
蔵
主
准

8 7 元 63 年度

史 史 史 史　 史 史 史 史 史 史 登
l l l 【＋ ＋ ：【 】 l l l I 録
10 9 8 7　　 6　 5　4　3　2 1 番

千 田 旧 千 竪 実 地 属 地 小 乗
「ヲ

川 柄 大 川 六 原 滞 崎 永 野 高 名

称

所

家 用 泉 上 住 迂 遠 透 通 蘭 野

の 水 村 水 居 跡 跡 跡 雲 山 山
萎

北

記 役 軌 跡 の　　　 基 墓 奥
一ふ
ぶ十
碑 場

跡
之
院

田 練 大 関 内 水 石 春 績 練 高
町 柄 馬 泉 町　　 川 神 日 馬 馬 野
2 4 区 学 南　　 台 井 町　 4　4 台 在

l t 国 2　　 1 町　 5 1 1 3 地

l　　 ‡　　　　 l
所阿 天 2 4　　 7 1 12 受 迎 10

弥 祖 l 丁　 都 12　 用 接 長 有
陀 神 2 目　　 立　 練 院 院 命 者
望 覆土 大 他　 城 練 馬 基 茎 寺
董 泉 北‥馬 区 地 地
地

千

申 中 区
島 車 乗 央　　　 池 小

公 東 京 公　　　 水 野
川
豪

閲 都 都 旅　　　 蒙 豪

＜
天
然
記
念
物
∨

※
　
「
篭
甲
螺
細
蒔
絵
」
　
土
方
吉
雄
　
平
成
6
年
9
月
1
4
日
、
「
棒
柄
の
製
作
技
術
」

井
口
平
蔵
　
平
成
7
年
5
月
2
1
日
死
亡
に
よ
り
登
録
解
除
。

＜
有
形
民
俗
文
化
財
∨

D
板
碑
銘
文

62 6 1 年度

有　 有 有 有 有 費
民　　 民 民 民民 錦
【　　 l l 】 l 蕃

4　　 3 19　2 1 写

弥　　 北 長 中江
名

称

所

陀　 町
三　 聖

享 里 古
二 の 田

尊　　 観 年 盲 の
来　　 者 の士 富
迎　 座 中 塚 士
画　　 像 持　 塚
俊 板
板
碑

石 智 北

碑

石 大 小
神 理 町 神 泉 竹
井 者　2 井 町 1
台 ） l 台 l t 在
1 北 38 1 1 5 9 地

所
l 町
15 二 北

【44 洩
郷 16 中 間

三 丁 町 土 l 里 神 有
宝 日放 梁 31 富 社

料 士
室 請

者

寺 町 日
会 堂

6 3 7じ 63 年 度

天 天　　 天 天　　 天 天 登
l 暮　　　 l l　　 l l 線
6 5　　 4 3　　 2 1 番

練 内　　 八 カ　　 井 練
下

名尾
索
田　　 の タ　　 頭 馬

白
小 京　 釜

の　 の

ク　 の
リ　 ヤ

山 称

所

学 屋　 湧 群　　 ナ 神
校 敷　　 き 落 ギ

五 大 内 東

社

の
フ
ジ

練 春

林 水

早 森 東

の
大
ケ
ヤ
手

練
馬 日 音　 大 十 泉　 大 馬
区 町 3　白 泉 嵐 1 練 泉 4 在
1 l 石　 2 和 l 属 7 事 地

所
宵 】 41 悦 l 男　 6　区 l 2
委 30 l 市 27 浦　　 34 自
貞 練 1　 八 水　 大 山 有
全 馬 内　　 の 山　 泉 神 者
東 田　　 釜 憩　 井 社
小 市　　 憩 い　　 頭
学 五　　 い の　　 公
校 郡　　 の 森　　 厨
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岳
大
泉
の
葡
荷
常
永
本
殿
（
一
棟
）

登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

●
所
在
地
　
西
大
泉
五
1
一
稲
荷
神
社

●
一
間
社
、
流
造
り
、
銅
板
葺
き
で
、
覆
屋
に

納
ま
る
小
南
な
本
殿
で
す
。
棟
札
が
残
り
、

表
に
「
奉
上
棟
首
社
造
営
成
就
之
倣
　
小
美

濃
定
五
郎
　
乙
丑
　
元
治
二
年
二
月
吉
辰

大
工
首
村
大
下
　
藤
原
利
垂
（
花
押
）
」
と

あ
り
、
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
の
建
築
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
豊
富
な
彫
刻
、

渦
紋
の
大
き
さ
な
ど
に
幕
末
の
特
徴
が
見
ら

れ
ま
す
。

●
一
般
公
開
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

何
番
陀
卓
の
伏
せ
慮
　
二
ワ
）

登
録
有
形
文
化
財
（
工
芸
品
）

●
所
在
地
　
練
馬
一
－
四
四
　
阿
弥
陀
寺

●
江
戸
の
有
名
な
鋳
物
師
西
村
和
泉
守
政
時
の

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
作
品
で
、
最
大

径
二
四
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
九
・

九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
四
・
五
三
キ
ロ

グ
ラ
ム
、
金
銅
製
、
鋳
造
の
敲
き
鉦
で
す
。

円
盤
形
で
、
底
部
は
広
が
り
を
持
ち
、
底
面

に
は
三
つ
の
脚
が
、
胴
部
に
は
両
耳
が
付
い

て
い
ま
す
。

●
一
般
公
開
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

合
東
碇
の
朱
印
状
　
（
九
点
）

登
録
有
形
文
化
財
（
古
文
書
）

●
所
在
地
　
錦
ニ
ー
四
　
金
乗
院

●
徳
川
将
軍
家
が
金
乗
院
に
寺
領
一
八
石
九
斗

を
安
堵
し
た
朱
印
状
で
す
。
慶
安
二
年
（
一

六
四
九
）
　
の
家
光
朱
印
状
を
は
じ
め
、
綱
吉
、

吉
宗
、
家
重
、
家
治
、
家
斉
、
家
慶
、
家
定
、

家
茂
の
朱
印
状
が
一
括
し
て
漆
塗
り
の
御
朱

印
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
徳
川
将
軍
家

の
寺
領
安
堵
朱
印
状
と
し
て
、
ま
と
ま
っ
て

残
る
区
内
唯
一
の
も
の
で
す
。

●
一
般
公
開
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

子
河
東
の
基
　
二
　
か
布
）

登
録
史
跡

●
所
在
地
　
北
町
二
－
一
八
　
阿
弥
陀
堂

●
千
川
上
水
の
閑
さ
く
、
管
理
に
関
わ
っ
た
千

川
家
の
墓
所
で
す
。
千
川
家
は
、
元
禄
九
年

（
一
六
九
六
）
、
初
代
徳
兵
衛
の
時
に
上
水

閲
さ
く
の
功
に
よ
り
名
字
、
帯
刀
が
許
さ
れ
、

三
代
源
蔵
の
時
に
下
練
馬
村
に
居
を
か
ま
え

ま
し
た
　
（
現
在
の
北
町
）
。
三
代
源
威
、
四

代
書
蔵
、
五
代
仙
輔
、
六
代
尽
蔵
、
七
代
右

保
な
ど
の
墓
が
建
っ
て
い
ま
す
。

徳川家光朱印状
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丸
山
束
遺
跡
出
土
の
木
製
掃
（
六
九
点
）

登
録
有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）

●
所
在
地
　
石
神
井
台
一
－
一
六
－
三
一

郷
土
資
料
室
（
石
神
井
図
書
館
地
階
）

●
東
京
外
か
く
環
状
道
路
建
設
に
先
立
ち
、
昭

和
六
三
年
か
ら
平
成
三
年
に
か
け
て
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
た
丸
山
東
遺
跡
（
大
泉
町
三
丁

目
）
か
ら
出
土
し
た
木
製
品
で
す
。
鋤
・
鍬

等
の
農
耕
具
、
杓
子
・
く
り
物
等
の
生
活
用

品
、
梯
子
二
扉
等
の
建
築
部
材
な
ど
で
、
弥

生
時
代
末
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
の
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

●
常
時
展
示
し
て
い
ま
せ
ん
。
区
内
各
図
書
館

で
『
東
京
都
練
馬
区
丸
山
東
遺
跡
Ⅲ
』
　
（
報

告
書
）
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

中
骨
逢
瀬
出
土
の
小
型
壷
覇
王
各

二
　
二
息
）

登
録
有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）

●
所
在
地
　
石
神
井
台
一
－
一
六
－
三
一

郷
土
資
料
室
（
石
神
井
図
書
館
地
階
）

●
平
成
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
発
掘
調
査
を

実
施
し
た
中
宮
遺
跡
（
早
宮
三
－
〓
）
の

出
土
品
で
す
。
古
墳
時
代
初
頭
の
竪
穴
住
居

か
ら
二
一
個
体
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
ま
し

た
。
高
さ
約
八
～
一
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

広
口
、
平
底
の
形
で
、
整
形
技
法
は
ハ
ケ
、

ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
、
一
部
の
土
器
に
は
指
頭
圧

痕
が
残
り
ま
す
。

●
常
時
展
示
し
て
い
ま
せ
ん
。
区
内
各
図
書
館

で
、
『
東
京
都
練
馬
区
中
宮
遺
跡
』
　
（
報
告

書
）
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

練
馬
区
文
化
財
保
護
条
例
の
考
え
方
と
し
く
み

農耕具

私
た
ち
が
住
む
練
馬
区
は
約
三
万
年
前
か
ら

人
が
住
み
始
め
、
中
世
に
は
桓
武
平
氏
の
流
れ

を
引
く
豊
島
氏
が
石
神
井
城
に
居
を
構
え
、
江

戸
時
代
以
降
は
、
江
戸
・
東
京
の
近
郊
農
村
と

し
て
練
馬
大
根
が
特
産
物
に
な
る
な
ど
誇
る
べ

き
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

近
年
、
急
激
な
都
市
化
の
波
の
中
で
、
伝
統

的
な
風
俗
や
慣
習
は
変
化
し
っ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
何
世
代
に
も
わ
た
る
祖
先
の
生
活
様

式
の
上
に
現
在
の
生
活
は
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

文
化
財
は
我
々
の
祖
先
の
遺
産
で
あ
り
、
現
在

の
文
化
を
理
解
す
る
た
め
に
欠
く
事
が
で
き
な

い
も
の
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
将
来
の
文
化
の
創

造
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
す
。

区
で
は
練
馬
区
文
化
財
保
護
条
例
制
定
に
よ

り
、
区
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
を
登
録
文
化
財

に
、
そ
の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の
を
指
定
文
化

財
と
し
て
い
ま
す
。
文
化
財
の
指
定
・
登
録
を

通
じ
て
、
文
化
財
の
保
護
を
図
り
、
同
時
に
区

民
の
皆
さ
ん
に
そ
の
価
値
を
お
知
ら
せ
す
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

文
化
財
の
指
定
・
登
録
に
あ
た
っ
て
、
教
育

委
員
会
は
調
査
を
行
い
、
学
識
経
験
者
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
文
化
財
保
護
審
議
会
に
指

定
・
登
録
の
諮
問
を
し
ま
す
。
審
議
会
で
は
、

調
査
・
審
議
し
、
そ
の
結
果
を
教
育
委
員
会
に

答
申
し
ま
す
。
答
申
後
、
文
化
財
の
所
有
者
等

の
同
意
を
得
て
、
教
育
委
員
会
は
指
定
・
登
録

文
化
財
を
決
定
し
、
告
示
し
ま
す
。

指
定
・
登
録
に
際
し
て
所
有
者
等
の
同
意
を

必
要
と
す
る
の
は
、
他
の
法
律
で
所
有
者
等
に

認
め
ら
れ
て
い
る
諸
権
利
と
の
調
整
を
図
る
た

め
も
あ
り
ま
す
が
、
所
有
者
の
方
々
と
の
協
力

の
も
と
に
指
定
・
登
録
を
行
い
、
当
該
文
化
財

の
保
護
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

指
定
・
登
録
さ
れ
た
文
化
財
は
、
個
人
等
の

所
有
、
保
持
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
と
も
に
区

民
に
と
っ
て
大
切
な
文
化
遺
産
で
も
あ
る
わ
け

で
す
か
ら
、
そ
の
保
存
、
活
用
に
は
充
分
な
配

慮
が
必
要
で
す
。

登
録
文
化
財
の
所
有
者
等
に
は
当
該
文
化
財

の
適
切
な
管
理
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
、

区
は
所
有
者
等
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。
登

録
文
化
財
の
保
存
状
況
に
関
わ
る
必
要
最
小
限

度
の
事
項
に
つ
い
て
は
届
け
出
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
、
保
存
の
た
め
必
要
な
助
言
や
調
査

を
教
育
委
員
会
が
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
指
定
文
化
財
の
現
状
を
変
更
し
た
り
、

保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
行
う
場
合
、
教

育
委
員
会
に
届
け
出
が
必
要
で
あ
る
な
ど
、
所

有
者
と
協
力
し
て
区
が
保
護
を
進
め
て
行
き
ま

す
。
保
存
の
た
め
行
わ
れ
る
修
理
な
ど
に
は
、

経
費
補
助
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
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方
陣
六
両
六
地
蔵
二
基
）

登
録
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
在
地
　
石
神
井
町
五
－
一
九
　
禅
定
院

●
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
の
銘
が
あ
る
、
区

内
で
は
類
例
の
少
な
い
笠
付
石
瞳
六
面
六
地

蔵
で
、
総
高
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

六
角
柱
の
各
面
に
地
蔵
が
一
体
ず
つ
浮
き
彫

り
さ
れ
、
各
地
蔵
の
持
物
は
、
数
珠
、
宝
珠
、

瞳
、
傘
、
錫
杖
、
合
掌
で
す
。
ま
た
、
台
石

正
面
に
「
武
刀
望
見
嶋
郡
下
石
神
井
村
　
奉
造

立
地
蔵
菩
薩
　
講
中
二
世
安
楽
虞
　
享
保
元

丙
申
歳
十
月
廿
四
日
」
の
陰
刻
が
あ
り
、
台

石
両
側
面
に
は
願
主
の
氏
名
が
刻
ま
れ
、
当

時
の
地
域
の
信
仰
の
様
子
が
窺
わ
れ
ま
す
。

戴
郁
痩
鹿
　
二
度
）

登
録
有
形
民
俗
文
化
財

●
所
在
地
　
石
神
井
町
五
－
一
九
　
禅
定
院

●
総
高
二
一
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
石
造
。
竿

上
部
に
く
び
れ
を
も
つ
、
寛
文
一
三
年
（
一

六
七
三
）
銘
の
織
部
型
の
燈
寵
で
す
。
正
面

に
長
衣
姿
の
立
像
が
彫
ら
れ
、
背
面
に
「
奉

祈
供
養
石
燈
籠
為
惣
檀
那
逆
修
菩
提
也
」
、

「
導
師
法
蓮
社
　
常
誉
上
人
」
、
「
願
主
西

誉
真
念
　
富
者
唯
真
　
念
誉
道
順
」
、
「
寛

文
十
三
年
発
丑
天
　
十
月
朔
日
」
と
造
立
趣

旨
、
願
主
、
造
立
年
月
日
な
ど
が
陰
刻
さ
れ

て
い
ま
す
。
区
内
で
古
い
部
類
の
燈
寵
で
あ

る
と
と
も
に
、
数
少
な
い
織
部
型
燈
寵
で
す
。

牧
野
記
念
庭
園
　
二
小
布
）

登
録
名
勝

●
所
在
地
　
東
大
泉
六
－
三
四

●
植
物
学
者
牧
野
富
太
郎
が
大
正
一
五
年
（
一

九
二
六
）
か
ら
昭
和
三
二
年
に
亡
く
な
る
ま

で
住
ん
で
い
た
居
宅
跡
で
、
昭
和
三
三
年
よ

り
区
立
公
園
と
な
り
ま
し
た
。
牧
野
が
発
見
、

命
名
し
た
ス
エ
コ
ザ
サ
を
は
じ
め
、
ヘ
ラ
ノ

キ
、
セ
ン
ダ
イ
ヤ
ザ
ク
ラ
な
ど
三
四
〇
種
余

の
植
物
が
園
内
に
成
育
し
、
記
念
館
に
は
植

物
標
本
、
著
書
、
顕
微
鐘
な
ど
牧
野
の
愛
用

品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
書
斎
が

覆
屋
内
に
保
存
、
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

スエコザサ（手前）とその碑

練
馬
束
小
学
我
の
フ
ジ
　
（
一
藤
）

指
定
天
然
記
念
物

●
所
在
地
　
春
日
町
一
－
三
〇

練
馬
東
小
学
校
校
庭
南
西
隅

●
区
内
最
大
の
フ
ジ
で
、
主
幹
の
根
元
付
近
の

最
大
径
は
約
一
メ
ー
ト
ル
を
測
り
ま
す
。
成

育
は
良
好
で
、
毎
年
華
麗
な
花
房
を
つ
け
ま

す
。
板
橋
区
成
増
町
の
並
木
周
蔵
氏
宅
に
植

え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
そ
の
後
、
兎
月
園

（
か
つ
て
旭
町
三
丁
目
付
近
に
あ
っ
た
遊
園

地
）
に
移
さ
れ
、
さ
ら
に
練
馬
東
小
学
校
設

立
（
昭
和
三
六
年
）
の
際
に
記
念
樹
と
し
て

移
植
さ
れ
た
旨
、
脇
の
記
念
碑
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
見
学
の
た
め
の
立
ち
入
り
は
学
校
受
付
に
申

し
出
て
下
さ
い
。
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